










































































































沫状の細胞ともにCK ７ 、GATA 3 に陽性を示し














図 6 ）摘出検体の腫瘍圧挫標本（Pap x400）
粘液様間質とともに紡錘形の細胞と泡沫状の細
胞（矢印部）を確認できた。



















される1 - 3 ）。尿路上皮癌以外では、尿中に腫瘍細
胞が出現することはほとんどない。RCCに代表さ
れる腎実質腫瘍では、尿細胞診よりも画像診断が














図 9 ） 摘出検体から採取したLBC標本および摘出組
織標本（a）LBC標本CK 7  x400 b）摘出組織
標本CK 7  x400　c）LBC標本GATA 3  x400 
d）摘出組織標本GATA 3  x400）
周囲の紡錘形尿路上皮細胞、泡沫状の細胞とも
にCK ７ 、GATA 3 に陽性を示した。LBC標本
では染色むらが生じたが、明らかに陽性を示す
泡沫状の細胞を確認できた。
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